
疾患国代表的恕扇材傭[ ; 扇桃病巣疾患 ~］ 
のどの「属桃」の免疫異常により、他の部位に引き起こされる病気。扇桃とは一見関係なさ
そうな多くの難治性の病気が、扇桃を摘出することで症状が改善するととが分かつてきた
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毒鋒
皮膚、関節、腎臓など

属桃摘出による改替が報告されている
多種多様な扇桃病巣疾患
（旭川医大耳鼻咽喉科作成の図より）
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喉
に
あ
る
口
蓋
風
船
（
以
下
、
属
桃
）

が
病
気
の
元
に
な
り
、
離
れ
た
部
位
に

病
状
を
引
き
起
こ
す
「
属
桃
病
巣
疾
患
」

と
い
う
病
気
の
と
ら
え
方
が
あ
る
。
皮

膚
科
や
内
科
で
診
る
難
治
性
の
皮
膚
病

や
腎
臓
病
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
多
様

な
病
気
が
含
ま
れ
、
耳
鼻
咽
喉
科
と
連

携
し
て
属
桃
を
摘
出
す
る
こ
と
で
、
症

状
が
改
善
す
る
例
も
多
い
。
（藤
田
勝
）

扇
桃
は
喉
の
奥
の
両
側
に
1

対
あ
る，

リ
ン
パ
組
織
。2
歳
ご
ろ
ま
で
は
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
か
ら
体
を
守
る
働
き
を
す

る
が
、
そ
れ
以
降
は
全
身
の
免
疫
機
能

が
整
う
た
め
不
要
に
な
り
、
摘
出
し
て

も
問
題
は
生
じ
な
い
。

扇
桃
病
巣
疾
患
に
つ
い
て
、
旭
川
医

大
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頚
部
外
科
教
授
の

原
測
保
明
さ
ん
は
「
口
の
中
に
は
腸
と

同
じ
よ
う
に
、
病
原
菌
か
ら
体
を
守
る

細
菌
の
仲
間
が
い
る
。
通
常
、
そ
の
細

菌
に
は
免
疫
が
働
か
な
い
が
、
属
桃
病

巣
疾
患
の
患
者
で
は
扇
桃
の
免
疫
が
過

剰
に
反
応
し
、
生
み
出
さ
れ
た
抗
体
や

リ
ン
パ
球
が
血
流
に
乗
っ
て
皮
膚
や
関

節
、
腎
臓
に
運
ば
れ
て
集
ま
り
、
組
織

を
傷
つ
け
て
い
る」
と
話
す
。

最
も
代
表
的
な
扇
桃
病
巣
疾
患
は
、

単一鵬
膨
鹿
艇
と
I
g
A
腎
症
、
耐
叫
脈

弘
前中時
過
駅
成
田
町

C
一
一
つ
o

こ
れ
ら
は
、

属
桃
の
摘
出
で
症
状
が
改
善
す
る
可
能

性
が
非
常
に
高
い
と
い
う
。

掌
蹴
膿
庖
症
は
、
手
の
ひ
ら
や
足
の

裏
に
水
癌
が
で
き
て
は
皮
が
む
け
る
難

治
性
の
皮
膚
病。
塗
り
薬
に
よ
る
治
療

が
一
般
的
で
、
改
善
と
悪
化
を
繰
り
返

す
こ
と
が
多
い。
旭
川
医
大
の
治
療
成

績
に
よ
る
と
、
属
桃
を
摘
出
し
て
1

年

後
に
は
患
者
の
約8
割
、
3

年
で
約9

割
が
完
治
し
て
お
り
、
原
測
さ
ん
は

「
掌

蹴
膿
庖
症
に
対
し
て
は
属
桃
摘
出
が
最

も
勧
め
ら
れ
る
治
療
」
と
言
う
。

I
g
A
腎
症
は
、
腎
臓
病
の一
つ
の

糸
球
体
腎
炎
の
う
ち
、
最
も
頻
度
が
高

難治性の皮膚病、腎炎改善病巣の肩桃摘出

い
。
発
症
か
らm
i
初
年
後
に
患
者
の

3
5
4

割
で
人
工
透
析
が
必
要
に
な

る
。
薬
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で

き
る
が
、
治
ら
な
い
病
気
と
さ
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
ス
テ
ロ
イ
ド
の

集
中
投
与
と
属
桃
摘
出
を
組
み
合
わ
せ

る
治
療
が
高
い
効
果
を
あ
げ
、
全
国
に

広
ま
っ
た
。
発
症
の
早
期
な
ら
根
治
も

期
待
で
き
る
。

胸
肋
鎖
骨
過
形
成
症
は
、
胸
骨
や
肋

骨
、
鎖
骨
の
関
節
が
腫
れ
て
痛
む
原
因

不
明
の
病
気
。
掌
脈
膿
庖
症
に
合
併
す

る
こ
と
が
多
い1
こ
の
病
気
も
、
扇
桃

を
取
れ
ば
約8
割
の
患
者
で
胸
の
痛
み

が
な
く
な
る
。

そ
の
他
の
属
桃
病
巣
疾
患
と
し
て

は
、
難
治
性
の
皮
膚
病
「
尋
常
性
総
駅
」

や
、
足
に
紫
斑
が
で
き
て
腎
炎
も
合
併

す
る
「
ア
ナ
フ
イ
ラ
ク
ト
イ
ド
紫
斑

病
」
、
一
部
の
関
節
炎
、
皮
膚
や
粘
膜

に
炎
症
が
生
じ
る
難
病
「
ベ
l

チ
ェ
ツ

ト
病
」
な
ど
が
あ
る。
こ
れ
ら
の
病
気

に
つ
い
て
は
、
喉
の
炎
症
で
症
状
が
悪

化
す
る
場
合
に
、
扇
桃
摘
出
で
改
善
す

る
可
能
性
が
高
い
。

属
桃
摘
出
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
最

も
数
多
く
行
わ
れ
る
安
全
な
手
術
。
全

身
麻
酔
を
か
け
て1
5
2

時
間
で
終
わ

り
、
入
院
は1
週
間
程
度
。
手
術
後
の

後
遺
症
も
特
に
な
い。

た
だ
し
、
扇
桃
炎
や
扇
桃
肥
大
の
治

療
と
し
て
行
う
場
合
が
大
半
で
、
扇
桃

病
巣
疾
患
と
し
て
行
う
例
は
多
く
な

い
。
耳
鼻
咽
喉
科
以
外
で
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
お
ら
ず
、
患
者
を
紹
介
さ
れ
る

ケ
l

ス
が
少
な
い
か
ら
だ
。

原
測
さ
ん
は
「属
桃
病
巣
疾
患
の
患

者
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
や
免
疫
抑
制
剤
な

ど
の
治
療
を
長
く
続
け
る
こ
と
が
多

く
、
副
作
用
へ
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

内
科
や
皮
膚
科
で
も
こ
の
疾
患
へ
の
認

識
を
高
め
て
も
ら
い
、
耳
鼻
咽
喉
科
と

連
携
し
た
診
療
を
行
う
こ
と
が
大
切
」

と
話
す
。

..,. 


